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１.序論 

大分県佐伯市に位置する番匠川河口における水環境把握のための基礎調査

として流動、水質、底質に関する現地観測を 2004 年 11 月末の大潮時に行な
った。本論文では、河川水と海水が形成する塩淡成層と、水中における各種の

窒素とリンの時系列変動を見ることで、外海、河口域上流、底質からの負荷量

を調べ、窒素、リンの動態と水塊構造との関連について大まかに考察した。 
２.現地観測の概要 
観測は 2004 年 11 月 25 日、26 日の大潮時に行なった。まず 25 日に図-1
に示す測点でエクマンバージ採泥器を用いて採取した底質を、表層 1cm の厚
さでサンプリングした。採取した底質は、H2S検知管により AVS分析を行な
った。26日には船を２隻用い、１隻が図-1の測線上において超音波ドップラ
ー流速計（RD-Instruments 社製、WorkhorseADCP1200kHz）と DGPS を
用いて曳航観測を行い、流速断面分布を観測した。もう１隻は図-１の測点上

で採水と多項目水質計（YSIナノテック社製、YSI6600）による水質観測を行
なった。観測は曳航観測船が計測した直後に水質観測船がついていく形で、全

地点を一潮汐間に 4セット行なった。観測時間帯は図-２に示すとおりである。
なお多項目水質計は 0.1秒ごとに連続的にデータ計測しながら秒速 0.25cm程

図-2 観測日の潮汐 
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図-1 調査地点図 
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図-3 測線 1、3、5における塩分濃度と NO2-N＋NO3-Nの水深分布 
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度で降した。採水は表層 10cm、表層 50cm、以下 1ｍ毎と底面か
ら 10cm 上の底層で行った。採水したサンプルはオートアナライ
ザ（ブランルーベ社）により、各種の窒素、リンを測定した。 
３．観測結果の整理と考察 
1）水塊構造と栄養塩分布 

2 セット目の下げ潮時と 4 セット目の上げ潮時における測線 1、
3、5の塩分と NO2-N＋NO3-N濃度の鉛直分布を図-３に示す。下
げ潮時の測線 1、3 では右岸側の表層で塩分がそれぞれ 25psu、
12psu程度と低いが、左岸では 32psu、25psu程度である。測線 5
では逆に左岸側で表層の塩分が 8psu 程度にまで低下しているが、
右岸では 15psu までしか低下していなかった。このことから、下
げ潮時の表層では、番匠川本川上流からの河川水の影響が強く、

測線 4付近の曲がり部分でその影響が右岸側へ回り、測線 3、1に
おいてはそのまま右岸側に沿って河口から流出すると推測できる。

また、下げ潮時において NO2-N＋NO3-Nは、河川水の流下経路に
沿って流下する傾向が見られる。NO2-N＋NO3-Nと塩分が負の相
関を持っていることは、図-４に示す塩分と窒素との相関分布図に

おいてもよく確認できる。 
2）PP（懸濁態リン）とクロロフィル値との関係 

図-４に塩分と各種窒素、リンの相関分布図を示す。PO4-Pの濃
度が上げ潮時、下げ潮時ともに 0.01mg/Lでほぼ一定であることか
ら、上げ潮時における TPの汽水部分での上昇は、PPが塩分の低
い部分で多くなっていることを示していると考えられる。図-5に、

測線 5における 2セット目と 4セット目のクロロフィル aの鉛直
分布を示す。上げ潮時にクロロフィルが表層で著しく上昇してい

ることから、昼間の日射によって河口域上流部の表層で植物プラ

ンクトンが増加し、PP濃度が上昇したと推測される。 
3）底質の還元化 

採取した底質の AVS 値を見ると、測線 4 の中央部において
0.048mg/gDWと比較的高かった。また、測線 5の右岸で 0.016mg/gDW、測線 3の左岸と中央部で 0.013mg/gDW、
測線 1の中央部で 0.008mg/gDWと高く、他は 0.004mg/gDW以下であった。これに対応し、測線 1の左岸と測線
3の左岸、ならびに測線 4の中央部において底層で PO4-Pが若干高い値を示しており、底質の還元化によって PO4-P
が溶出した可能性が考えられる。ADCPで測定した流速分布と対応させると、底層の流速が緩やかになるときに底
層部分での PO4-P 濃度が高くなる傾向があった。このことから秋季でも還元質の底質から PO4-P の溶出が若干生
じていた可能性があり、流速が遅い部分では拡散による混合が抑制され、濃度が上昇したと考えられる。 
4．おわりに 

本研究では、秋季の日中における水塊構造と潮汐の関係、各種窒素とリンの分布の時系列変動を調べた。その結

果、NO2-N＋NO3-Nは河川水由来であること、日中の PP濃度の上昇は植物プランクトン量と相関があること、底
質の還元化による PO4-Pの増加が起きている可能性があることが明らかになった。今後は同様の観測を夏季の大潮
や小潮時に行い、底層の還元化と流動構造の関係を調べたい。また、採水によるプランクトン種の同定と定量を行

い，河口域の栄養塩分布との関連性について解析を行う予定である。 

図-5 測線 5におけるクロロフィルの分布
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図-4 窒素、リンと塩分との相関 

0 10 20 30

塩分（psu）

0

0.1

0.2

0.3

0.4

N
O
3
-
N
+
N
O
2
-
N
,
T
N
(
m
g
/
L
)

0

0.01

0.02

0.03

0.04

P
O
4
-
P
,
T
P
(
m
g
/
L
)

下げ潮時（2セット目）

0 10 20 30

塩分（psu）

0

0.1

0.2

0.3

0.4

N
O
3
-
N
+
N
O
2
-
N
,
T
N
(
m
g
/
L
)

0

0.01

0.02

0.03

0.04

P
O
4
-
P
,
T
P
(
m
g
/
L
)

NO3-N+NO2-N
PO4-P
TN
TP

上げ潮時（4セット目）

II-043 土木学会西部支部研究発表会 (2005.3)

-254-


